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ボリュームがオフライン状態になった場合の診断処
置の実施

オフラインと報告されたボリュームのボリューム / 健全性の詳細ページに移動したら、
ボリュームのオフライン状態を診断するのに役立つ追加情報を検索できます。

• 必要なもの *

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

オフラインと報告されたボリュームが、意図的にオフラインにされたのではない場合は、いくつかの理由が考
えられます。

オフラインボリュームのボリューム / 健全性の詳細ページから他のページやペインに移動して、考えられる原
因を確認するかどうかを確認することができます。

• ボリューム / 健全性 * の詳細ページのリンクをクリックして、ボリュームのオフライン状態の原因が、ホ
ストノードの停止およびその HA ペアパートナーへのストレージフェイルオーバーの失敗であるかどうか
を確認します。

を参照してください "ボリュームのオフライン状態の原因がノードの停止であるかどうかを判別します"。

• ボリューム / 健全性 * の詳細ページのリンクをクリックして、ボリュームがオフラインで、その SVM の
ルートボリュームをホストしているノードが停止したためにホストしている Storage Virtual Machine （
SVM ）が停止していないかを確認します。

を参照してください "ボリュームのオフライン状態と SVM の停止の原因がノードの停止であるかどうかの
判別"。

• ボリューム / 健全性 * の詳細ページのリンクをクリックして、ボリュームがオフラインになっている原因
がホストアグリゲート内の破損ディスクであるかどうかを確認します。

を参照してください "ボリュームのオフライン状態の原因がアグリゲート内の破損ディスクであるかどう
かを判別しています"。

• 関連情報 *

"Unified Manager のユーザロールと機能"

ボリュームのオフライン状態の原因がホストノードの停止であ
るかどうかを判別します

Unified Manager Web UI を使用して、ボリュームがオフラインになっている原因が、ボ
リュームのホストノードの停止およびその HA ペアパートナーへのストレージフェイル
オーバーの失敗であるかどうかを確認することができます。

• 必要なもの *

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。
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ボリュームのオフライン状態の原因が、ホストノードの障害とその後のストレージフェイルオーバーの失敗で
あるかどうかを判別するには、次の手順を実行します。

手順

1. オフラインボリュームの「 * Volume/Health * details 」ページの「 * Related Devices * 」ペインに表示さ
れたハイパーテキストリンクを探してクリックします。

Storage VM / Health の詳細ページには、オフラインボリュームのホスト Storage Virtual Machine （ SVM

）に関する情報が表示されます。

2. Storage VM/Health * の詳細ページの * Related Devices * ペインで、 Volumes の下に表示されるハイパー
テキストリンクを探してクリックします。

Health ： All Volumes ビューには、 SVM でホストされているすべてのボリュームに関する情報が表形式
で表示されます。

3. [ * 正常性：すべてのボリューム * 表示状態 ] 列ヘッダーで、フィルタシンボルをクリックします をク
リックし、オプション * Offline * を選択します。

オフライン状態の SVM ボリュームのみが表示されます。

4. Health ： All Volumes ビューで、グリッド記号をクリックします をクリックし、オプション * Cluster

Nodes * を選択します。

グリッド選択ボックスをスクロールして * Cluster Nodes * オプションを探します。

ボリュームインベントリに Cluster Nodes 列が追加され、各オフラインボリュームをホストするノードの
名前が表示されます。

5. * Health ： All Volumes * ビューでオフラインボリュームのリストを探し、そのクラスタノード列でホスト
ノードの名前をクリックします。

クラスタ / 健全性の詳細ページのノードタブには、ホストノードが属している HA ペアの状態が表示され
ます。ホストノードの状態とクラスタフェイルオーバー処理の成功を示すメッセージが表示されます。

ボリュームのオフライン状態の原因が、そのホストノードの停止および HA ペアパートナーへのストレージフ
ェイルオーバーの失敗であることを確認したら、適切な管理者またはオペレータに連絡して、停止したノード
の手動による再起動とストレージフェイルオーバーの問題の解決を依頼します。

ボリュームのオフライン状態とその SVM の停止の原因がノー
ドの停止であるかどうかの判別

Unified Manager Web UI を使用して、ボリュームがオフラインになっている原因が、そ
のホスト Storage Virtual Machine （ SVM ）のルートボリュームをホストするノードの
停止に起因して SVM が停止したためであるかどうかを確認することができます。

• 必要なもの *

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。
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ボリュームのオフライン状態の原因が、そのホスト SVM のルートボリュームをホストするノードの停止に
起因する SVM の停止であるかどうかを判別するには、次の手順を実行します。

手順

1. オフラインボリュームの「 * Volume/Health * details 」ページの「 * Related Devices * 」ペインに表示さ
れたハイパーテキストリンクを探してクリックします。

Storage VM/Health の詳細ページには、ホスト SVM の「 Running 」または「 's’s' 」のステータスが表示
されます。SVM のステータスが「実行中」である場合は、ボリュームのオフライン状態の原因が、その
SVM のルートボリュームをホストするノードの停止ではないことがわかります。

2. SVM のステータスが stopped になっていることを確認するには、 * SVM の表示 * をクリックして、停止
しているホスト SVM の原因を特定します。

3. [* Health: All Storage VMs] ビューの [SVM] 列ヘッダーで、フィルタ記号をクリックします  停止してい
る SVM の名前を入力します。

その SVM の情報が表形式で表示されます。

4. [* Health: All Storage VMs] ビューで、をクリックします  次に、オプション * Root Volume * を選択し
ます。

SVM インベントリにルートボリューム列が追加され、停止している SVM のルートボリュームの名前が表
示されます。

5. Root Volume 列で、ルートボリュームの名前をクリックして、そのボリュームの * Storage VM / Health *

の詳細ページを表示します。

SVM ルートボリュームのステータスが（オンライン）の場合は、元のボリュームのオフライン状態の原
因が、その SVM ルートボリュームをホストするノードの停止ではないことがわかります。

6. SVM ルートボリュームのステータスが（オフライン）の場合は、 SVM ルートボリュームのボリューム /

健全性の詳細ページの関連デバイスペインに表示されているハイパーテキストリンクを探してクリックし
ます。

7. Aggregate の「 * Aggregate/Health * details 」ページの「 * Related Devices * 」ペインに表示されている
ハイパーテキストリンクを探してクリックします。

クラスタ / 健全性の詳細ページのノードタブには、 SVM ルートボリュームのホストノードが属している
ノードの HA ペアの状態が表示されます。ノードの状態が画面に示されます。

ボリュームのオフライン状態の原因が、そのボリュームのホスト SVM のオフライン状態であり、さらにその
状態の原因が SVM のルートボリュームをホストするノードの停止であることを確認したら、適切な管理者ま
たはオペレータに連絡して、停止したノードを手動で再起動するように依頼します。

ボリュームのオフライン状態の原因がアグリゲート内の破損デ
ィスクであるかどうかを判別しています

Unified Manager Web UI を使用して、ボリュームがオフラインになっている原因が、
RAID ディスクの問題によりそのホストアグリゲートがオフラインになったためである
かどうかを確認することができます。
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• 必要なもの *

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

ボリュームのオフライン状態の原因が、 RAID ディスクの問題によりホストアグリゲートがオフラインになっ
たためであるかどうかを判別するには、次の手順を実行します。

手順

1. 「 * Volume/Health * details 」ページの「 Aggregate 」（アグリゲート）に表示されているハイパーテキ
ストリンクを探してクリックします。

アグリゲート / 健全性の詳細ページに、ホストアグリゲートのオンラインまたはオフラインのステータス
が表示されます。アグリゲートのステータスが「オンライン」の場合、 RAID ディスクの問題は、オフラ
インになっているボリュームの原因ではありません。

2. アグリゲートのステータスがオフラインの場合は、 * ディスク情報 * をクリックし、 * ディスク情報 * タ
ブの * イベント * リストで破損ディスクイベントを探します。

3. 破損ディスクをさらに特定するには、 [Related Devices （関連デバイス） ] ペインの [Node （ノード） ]

に表示されるハイパーテキストリンクをクリックします。

クラスタ / 健常性の詳細ページが表示されます。

4. [ * ディスク ] をクリックし、 [ * フィルタ * ] ペインで [ * 破損 * ] を選択して、破損状態のすべてのディス
クを一覧表示します。

破損状態のディスクが原因でホストアグリゲートがオフラインになった場合は、「 Impacted Aggregate

」列にアグリゲートの名前が表示されます。

ボリュームのオフライン状態の原因が、 RAID ディスクの破損とそれによるホストアグリゲートのオフライン
状態であることを確認したら、適切な管理者またはオペレータに連絡し、手動による破損ディスクの交換とア
グリゲートをオンラインに戻す処理を依頼します。
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